












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1実検取帳1 勧 農 帳
陶1耕騰1均細副名分一色1一色分1計 1 備 項
時
勧
真
宗
未
時
安
宗
1
2
3
4
5
6
7
8
沢
心
利
清
武
安
追
安
永
追
郎
万
土
郎
使
介
仏
房
国
前
追
才
太
房
郎
宗
才
郎
才
丸
太
介
郎
郎
太
　
　
次
俊
四
領
　
野
　
　
財
見
五
財
太
財
剛
　
太
四
源
重
惣
新
福
長
平
押
権
西
上
貞
豊
海
次
源
石
藤
時
四
高
三
金
中
弥
菅
又
弥
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
十昌二
μ
9
0
3
　1ρ
0
0
2
3
0
02
」
紐
0
1
1
2
5
4
1
　
1
4
0
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
1
1
　
3
2
1
1
1
1
1
1
　
1
　
1
3町2反312歩
3・1。330●
3・1・70・
2・2。130・
1　・0・150・
5．2●3080
1・1。160。
0。0・300・
0・0・20・
0・2・　0・
0・7。160，
0・2・230・
0ひ2・240・
0・1・　0・
0・3。320・
2・2・300・
0・1・　0・
1・1・　0・
000．350・
0。1・320。
0・0。180・
0・0・60・
0・0。　1400
0・1・120・
0・0・120・
0・0・120・
0・0・40・
0・0・20・
この他この他
40筆あ4町6反280歩
り。　あり
2町2反0歩6反240歩
2・2●　　 6，　70・
2・2。　　 5・220・
2。2。　　　・150・
2・2・70・
1・1。　　3・50。
1・0・0・
1・1・0。1・310・
1反180歩
3・170・
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
2
0
3
5
2
9
2
2
1
1
2
4
9
3
1
1
5
1
2
1
2
　
　
　
1
8
1
8
1
8
1
5
1
4
1
2
1
2
1
2
7
5
4
2
8
5
3
3
3
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
2町9反240歩
2．・8●　70・
2・8・40・
2曾2・150・
1・4・50・
1　・3●170・
1。2・310・
－。
燒
|
粥
・
。
粥
湯
。
。
。
溜
溜
即
伽
伽
駕
・
。
⑳
・
。
8
5
3
3
3
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1反散仕田，180歩真利へ下す
他時沢から180歩が付加される。’
預所名
地頭名
内「重永」を冠する部分2反189歩
　　　同上　　　　3反30歩
内「重永」を冠する部分2反220歩1
　　　同上　　　　1反60歩’
内「重永」を冠する部分2反90歩
　　　同上　　　　　　20歩
内「重永」を冠する部分1反120歩・
内「重永」を冠する部分1反
内「重永」を冠する部分30歩
内「重永」を冠する部分70歩
1　262i28町8辱、。歩114田丁2琴。歩12町1暴歩15町゜島歩1・，町6反・・歩1
（註）1．黒田俊雄氏「鎌倉時代の荘園の勧農と農民層の構成」掲載第6表を参考。
　　2．　「勧農帳」に記載された農民について作成。　「実検取帳」にあって，「勧農帳」には見えない，21名｝こ
　　　ついは除外した。
　　3．　未武，安追は預所名，地頭名として本来は除田であり，原則的には定田部分｝こ関する記録である「勧農
　　　帳」には記載されないのであるが，前者は勧農に当る預所の進止名として，後者は進止権の所在をめくゆっ
　　　て地頭と係争中であったことから，特に記載されたものと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69
に
大
方
の
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
、
以
下
の
所
論
に
関
す
る
範
囲
に
限
っ
て
必
要
事
項
を
記
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
ま
ず
「
実
検
取
帳
」
は
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
十
一
月
仁
和
寺
御
室
道
深
法
親
王
よ
り
正
式
に
当
荘
を
寄
進
さ
れ
た
東
寺
に
よ
っ
て
田
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
を
対
象
と
し
て
作
成
さ
れ
た
最
初
の
実
検
帳
で
あ
り
、
同
年
十
一
月
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
十
三
日
付
「
実
検
取
帳
目
録
案
」
は
そ
の
結
果
の
集
計
に
適
宜
調
整
を
加
え
て
除
田
・
定
田
数
を
決
定
、
最
終
的
に
は
領
家
東
寺
の
収
取
対
象
と
そ
の
収
取
額
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
な
お
当
荘
に
お
い
て
は
こ
の
後
弘
安
年
間
（
一
二
七
八
～
一
二
八
八
）
に
至
る
ま
で
実
検
は
行
わ
れ
ず
、
こ
の
た
め
両
史
料
は
当
荘
の
基
本
台
帳
と
し
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
黒
田
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
　
次
に
「
勧
農
帳
」
は
主
と
し
て
東
寺
の
収
取
対
象
た
る
田
地
（
定
田
）
に
関
し
て
名
寄
帳
の
形
式
で
編
ま
れ
た
目
録
の
一
種
で
、
東
寺
の
収
取
対
象
と
い
う
範
囲
内
で
当
荘
の
農
民
層
の
構
成
と
そ
の
保
有
地
の
性
格
を
明
記
し
、
前
の
「
目
録
案
」
と
並
ん
で
後
世
に
至
る
ま
で
東
寺
の
当
荘
支
配
を
正
当
化
す
る
公
験
の
役
割
を
果
し
て
き
た
も
の
で
あ
（
1
4
）
る
。
「
目
録
案
」
「
勧
農
帳
」
は
形
式
は
異
な
っ
て
も
、
と
も
に
年
々
の
年
貢
等
の
収
取
額
を
確
定
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
、
本
来
は
毎
年
作
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
関
ら
ず
両
史
料
が
と
く
に
こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
た
理
由
は
前
者
は
東
寺
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
最
初
の
目
録
で
あ
り
、
後
者
は
建
長
七
年
当
荘
が
「
東
寺
供
僧
供
料
所
」
と
し
て
供
僧
中
沙
汰
に
付
さ
れ
て
最
初
に
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
　
と
こ
ろ
で
最
近
富
沢
清
人
氏
は
実
検
帳
で
あ
る
取
帳
を
基
礎
に
目
録
を
作
成
す
る
作
業
に
際
し
て
は
「
百
姓
ら
の
承
認
を
取
り
つ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
目
録
固
め
が
一
度
な
さ
れ
れ
ば
、
の
ち
の
ち
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
領
家
・
百
姓
と
も
に
拘
束
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
取
帳
か
ら
目
録
作
成
に
至
る
過
程
の
歴
史
的
意
義
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
言
を
か
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
現
地
で
の
記
録
で
あ
る
取
帳
の
数
値
と
目
録
に
固
め
ら
れ
た
収
取
の
基
準
と
し
て
の
数
値
と
の
異
同
の
中
に
は
領
家
側
の
荘
園
支
配
の
方
針
と
手
段
が
、
ま
た
そ
の
過
程
に
お
け
る
領
家
と
農
民
間
の
矛
盾
が
籠
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
ま
ず
上
記
の
表
か
ら
想
定
さ
れ
る
農
民
耕
地
の
状
況
と
そ
の
背
後
に
あ
る
荘
園
領
主
側
の
編
成
原
理
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
前
に
見
た
よ
う
に
「
実
検
取
帳
」
は
東
寺
の
進
止
権
の
及
ぶ
範
囲
を
確
定
す
る
目
的
か
ら
、
当
時
点
で
の
耕
地
一
片
ご
と
に
つ
い
て
、
そ
の
耕
作
者
と
規
模
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
勧
農
帳
」
は
「
実
検
取
帳
」
を
基
礎
に
作
成
さ
れ
た
「
目
録
案
」
で
確
定
さ
れ
た
定
田
部
分
に
つ
い
て
安
定
的
な
収
取
実
現
の
た
め
収
取
単
位
の
編
成
と
確
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
勧
農
帳
」
に
よ
れ
ば
定
田
は
真
利
・
時
沢
・
勧
心
・
宗
清
・
宗
安
・
時
安
の
現
存
す
る
百
姓
の
名
ご
と
に
把
握
さ
れ
る
部
分
と
、
　
「
一
色
分
」
の
如
く
耕
地
片
ご
と
に
耕
作
者
が
把
握
さ
れ
る
部
分
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
た
。
従
来
、
前
者
の
耕
地
に
対
す
る
保
有
者
を
百
姓
名
主
、
後
者
を
一
色
田
作
人
ま
た
は
小
百
姓
と
称
し
て
　
（
1
7
）
い
る
。
こ
の
ほ
か
同
帳
に
は
「
末
武
二
丁
二
反
七
十
歩
」
、
　
「
安
追
一
70
荘園領主と中世村落
丁
L
と
記
さ
れ
た
耕
地
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
両
者
は
性
格
的
に
は
真
利
・
時
沢
ら
の
名
主
分
と
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
末
武
名
は
預
所
名
・
安
追
名
は
地
頭
名
と
し
て
本
来
除
田
で
あ
り
、
本
稿
で
は
必
要
な
場
合
を
除
い
て
は
考
際
の
対
象
外
と
し
て
お
く
。
　
こ
の
う
ち
名
主
分
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
真
利
・
時
沢
・
勧
心
・
宗
清
の
四
名
が
総
計
二
町
一
反
の
同
斗
代
面
績
の
耕
地
、
す
な
わ
ち
五
斗
代
か
ら
一
石
代
ま
で
の
五
段
階
の
斗
代
に
対
し
て
均
一
規
模
の
耕
地
と
領
家
佃
一
反
を
、
ま
た
宗
安
・
時
安
の
二
名
が
前
四
名
の
半
分
の
広
さ
の
同
斗
代
の
耕
地
と
領
家
佃
を
そ
の
内
部
に
包
含
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
名
主
経
営
体
内
の
領
家
佃
以
外
の
こ
れ
ら
の
規
格
化
さ
れ
た
耕
地
部
分
を
従
来
通
り
均
等
田
と
称
す
る
。
こ
の
ほ
か
六
名
と
も
多
少
の
一
色
田
を
保
有
し
、
全
体
の
耕
地
数
か
ら
み
れ
ば
大
小
は
あ
る
も
の
の
、
後
述
す
る
一
色
分
の
み
に
従
事
す
る
作
人
層
と
比
較
す
れ
ば
荘
内
に
お
い
て
優
越
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。　
こ
の
名
主
経
営
体
に
つ
い
て
「
実
検
取
帳
」
と
「
勧
農
帳
」
を
比
較
し
た
場
合
、
問
題
と
な
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
　
第
一
に
建
長
六
年
に
行
わ
れ
た
実
検
に
よ
る
各
経
営
体
の
保
有
耕
地
数
の
集
計
（
「
実
検
取
帳
」
）
の
記
載
）
と
「
勧
農
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
保
有
耕
地
数
と
の
間
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
点
。
第
二
に
各
経
営
体
内
部
に
含
ま
れ
る
均
等
田
の
存
在
形
態
と
性
格
を
如
何
に
解
す
る
か
と
い
う
点
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
黒
田
氏
は
名
主
経
営
体
内
の
均
等
田
が
実
際
の
経
営
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
重
視
、
「
勧
農
帳
」
に
記
さ
れ
た
名
主
経
営
に
つ
い
て
虚
構
性
1
1
帳
簿
上
の
作
為
を
認
め
よ
う
と
さ
れ
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
「
勧
農
帳
」
で
は
減
少
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
各
農
民
経
営
体
も
当
時
の
不
安
定
な
農
業
技
術
の
中
で
収
取
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、
「
勧
農
帳
」
作
成
に
あ
た
っ
て
帳
簿
上
の
操
作
が
行
わ
れ
た
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
果
1
1
形
式
的
な
減
田
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
黒
田
説
に
対
し
て
渡
辺
氏
は
均
等
田
が
名
主
の
実
際
経
営
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
収
取
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
る
事
実
と
意
義
を
評
価
し
よ
う
と
さ
れ
、
ま
た
「
勧
農
帳
」
に
お
け
る
減
田
も
荘
園
領
主
側
の
意
図
的
な
減
田
1
1
事
実
と
し
て
の
減
田
の
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
両
氏
の
説
は
何
れ
も
当
荘
関
係
の
す
べ
て
の
史
料
に
綿
密
な
検
討
を
加
え
ら
れ
た
緻
密
な
研
究
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
上
の
史
料
を
得
ら
れ
な
い
現
在
、
何
れ
の
説
を
妥
当
と
す
る
か
は
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
名
主
経
営
体
に
関
し
て
本
稿
の
問
題
と
関
わ
る
範
囲
内
で
次
の
二
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
　
ま
ず
黒
田
氏
に
よ
っ
て
建
長
六
年
の
目
録
固
め
に
際
し
て
各
名
宛
に
公
験
と
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
の
一
通
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
「
建
長
六
年
御
実
検
時
沢
名
寄
坪
付
案
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
当
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
料
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
同
名
に
つ
い
て
二
十
七
筆
・
三
丁
九
〇
歩
の
耕
地
が
実
際
に
は
記
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
合
計
に
は
「
二
丁
八
反
大
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
は
「
実
検
取
帳
」
、
「
名
寄
坪
付
」
、
「
勧
農
帳
」
に
お
け
る
時
沢
名
の
数
値
的
規
模
の
変
化
を
整
理
し
た
も
71
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
耕
地
片
の
筆
数
に
つ
い
て
「
実
検
取
帳
」
二
十
九
筆
、
「
名
寄
坪
付
」
二
十
七
筆
と
後
者
に
若
干
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
黒
田
氏
の
整
理
に
あ
る
よ
う
に
、
「
名
寄
坪
付
」
作
成
に
当
っ
て
恐
ら
く
隣
接
す
る
小
耕
地
片
等
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
耕
作
地
自
体
（
耕
地
片
の
集
合
）
に
つ
い
て
の
変
動
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
私
は
こ
の
三
通
の
史
料
間
に
み
ら
れ
る
時
沢
名
の
耕
地
規
模
の
変
化
に
つ
い
て
そ
れ
を
帳
簿
上
の
操
作
の
結
果
と
み
る
黒
田
説
を
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
名
寄
坪
付
」
に
お
い
て
「
実
検
取
帳
」
で
把
握
し
た
時
沢
名
の
経
営
の
総
体
に
ほ
と
ん
ど
変
化
の
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
耕
地
片
ご
と
に
数
字
的
に
特
別
な
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
更
が
加
え
ら
れ
た
形
跡
の
な
い
こ
と
。
ま
た
同
一
帳
簿
上
に
お
い
て
記
載
さ
れ
た
耕
地
の
実
際
の
合
計
数
と
記
載
さ
れ
た
合
計
数
値
が
一
致
し
な
い
と
い
う
事
実
は
、
如
何
に
粗
略
な
坪
付
で
あ
っ
た
と
し
て
も
公
的
性
格
を
も
つ
公
験
と
し
て
は
そ
れ
が
帳
簿
上
の
操
作
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
う
以
外
合
理
的
な
説
明
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
沢
名
の
事
例
が
一
般
的
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
他
に
証
左
と
す
べ
き
史
料
が
存
在
し
な
い
も
の
の
「
取
帳
」
か
ら
「
目
録
」
を
作
成
す
る
に
際
し
て
例
え
ば
領
家
側
か
ら
は
確
実
な
収
取
を
実
現
す
る
た
め
、
農
民
側
か
ら
は
年
貢
負
課
対
象
を
減
ず
る
と
い
う
様
々
な
利
害
関
係
を
調
整
す
る
た
め
の
帳
簿
上
の
減
田
が
行
わ
れ
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
と
は
ま
ま
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
時
沢
名
の
事
例
を
一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
的
事
例
の
一
つ
と
み
る
こ
と
は
大
過
な
い
と
考
え
る
。
　
次
に
均
等
田
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
従
来
所
謂
「
均
等
名
」
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
画
一
化
さ
れ
た
同
斗
代
面
績
の
耕
地
が
実
際
の
農
民
経
営
と
一
致
し
な
い
帳
簿
上
の
操
作
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
黒
田
・
渡
辺
氏
と
も
認
識
を
一
に
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
に
規
格
化
さ
れ
た
均
等
田
体
制
が
本
来
不
均
衡
で
あ
っ
た
は
ず
の
個
々
の
名
主
経
営
体
に
（
す
な
わ
ち
保
有
耕
地
の
優
劣
等
の
問
題
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
経
営
上
の
不
均
衡
）
擬
制
的
な
均
等
を
強
い
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
個
々
の
名
主
経
営
体
間
に
不
均
衡
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
　
名
主
経
営
体
設
置
の
理
由
は
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
預
所
祇
候
人
快
深
を
末
武
名
主
職
に
補
任
し
た
下
文
に
「
所
当
公
事
等
任
二
百
姓
等
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
之
例
一
、
不
レ
可
レ
令
二
解
恰
一
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
雑
公
事
の
安
定
的
な
徴
収
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
名
主
に
は
後
述
す
る
一
色
田
の
耕
作
の
み
に
従
事
す
る
他
の
荘
民
達
に
比
す
れ
ば
優
越
し
た
経
営
が
保
証
さ
れ
て
い
た
。
均
等
田
は
こ
の
よ
う
な
名
主
の
地
位
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
本
来
的
な
意
味
で
の
名
田
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
名
主
経
営
に
不
均
衡
を
強
い
る
均
等
田
体
制
を
名
主
達
に
容
認
さ
せ
た
一
つ
の
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
拠
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
名
主
経
営
体
は
本
来
的
な
名
田
と
考
え
ら
れ
る
均
等
田
を
中
核
と
し
て
、
こ
の
他
多
少
の
一
色
田
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
　
一
色
田
の
一
般
的
性
格
に
つ
い
て
現
在
、
そ
れ
が
荘
内
に
お
い
て
名
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田
と
対
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
荘
園
領
主
直
属
地
で
浮
免
す
な
わ
ち
毎
年
宛
作
ら
し
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
そ
の
耕
作
者
は
領
家
方
に
年
貢
一
色
の
負
担
義
務
を
負
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
大
方
に
お
い
て
異
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
の
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
太
良
荘
に
は
一
色
田
と
し
て
名
主
に
宛
行
わ
れ
た
分
（
名
主
宛
一
色
）
が
二
町
三
反
一
六
〇
歩
、
一
般
の
「
一
色
分
」
が
五
町
四
十
歩
の
計
七
町
三
反
二
〇
〇
歩
が
存
在
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
名
主
宛
一
色
田
も
本
来
は
散
田
を
原
則
と
す
る
地
で
あ
り
、
均
等
田
が
整
然
と
し
た
数
値
で
記
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
十
歩
単
位
と
い
う
現
実
の
農
民
経
営
に
近
い
形
で
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
名
主
宛
一
色
が
後
述
す
る
如
く
他
の
「
一
色
分
」
と
は
区
別
さ
れ
、
ま
た
「
時
沢
名
寄
坪
付
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
名
」
の
一
部
と
観
念
さ
れ
て
い
た
事
実
は
そ
の
特
別
な
位
置
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
名
主
宛
一
色
」
が
一
色
田
と
し
て
は
特
別
な
性
質
を
付
属
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
せ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
均
等
田
の
設
定
に
よ
っ
て
生
じ
る
各
経
営
体
間
の
不
均
衡
を
保
障
し
、
ま
た
実
際
の
名
主
経
営
を
可
能
な
限
り
把
握
し
よ
う
と
す
る
領
家
側
の
意
図
の
現
れ
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
他
面
、
当
荘
の
有
力
農
民
の
実
経
営
が
こ
の
よ
う
な
形
で
し
か
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
当
荘
の
複
雑
な
歴
史
的
経
緯
を
見
る
こ
と
は
け
っ
し
て
不
当
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
一
色
田
一
般
に
関
し
て
は
最
近
中
世
村
落
の
二
重
構
造
を
論
ず
る
立
場
か
ら
荘
園
内
に
お
い
て
名
主
層
と
対
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
小
百
姓
（
一
色
田
作
人
）
層
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
一
色
田
に
つ
い
て
直
接
論
及
し
た
研
究
は
ま
だ
ま
だ
少
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
中
で
渡
辺
氏
は
こ
の
よ
う
な
荘
園
領
主
直
属
地
が
一
色
田
・
問
田
・
余
田
・
散
田
・
浮
免
等
様
々
な
呼
称
と
ま
た
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
種
々
複
雑
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
、
名
田
及
び
名
主
の
性
格
把
握
を
よ
り
進
化
さ
せ
る
た
め
に
も
一
色
田
の
研
究
が
極
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
渡
辺
氏
の
指
摘
か
ら
も
当
荘
の
一
色
田
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
に
そ
れ
が
荘
内
に
あ
っ
て
如
何
な
る
位
置
・
性
格
を
も
つ
耕
地
で
あ
っ
た
の
か
を
ま
ず
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
太
良
荘
の
一
色
田
を
み
て
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
大
略
そ
れ
が
田
品
か
ら
い
え
ば
名
主
宛
均
等
田
分
と
差
異
の
な
い
田
地
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
八
月
日
付
「
雑
掌
尼
浄
妙
　
　
（
3
0
）
重
申
状
案
」
に
は
次
の
如
く
あ
る
。
　
次
所
レ
令
二
勘
落
一
於
二
六
名
一
者
、
名
付
二
保
一
色
一
、
令
レ
増
二
本
斗
代
［
　
令
二
勧
農
一
、
散
在
之
間
、
彼
分
地
頭
方
公
事
得
分
等
闘
如
畢
こ
れ
は
建
長
六
年
以
前
地
頭
若
狭
忠
清
の
非
法
に
よ
り
逃
亡
し
た
六
名
主
跡
を
預
所
代
定
宴
が
一
色
田
化
し
た
状
況
を
記
し
た
も
の
で
、
相
論
文
書
中
の
一
方
の
主
張
の
一
節
で
あ
る
が
、
勘
落
名
を
定
宴
が
一
色
化
し
た
と
い
う
事
実
は
両
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
田
品
の
上
か
ら
見
る
限
り
当
時
名
分
と
一
色
田
と
の
間
に
意
識
的
な
区
分
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
い
ま
試
み
に
均
等
田
と
一
色
田
と
の
斗
代
を
比
較
す
る
と
全
体
と
し
て
一
色
田
が
高
斗
代
に
集
中
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
が
（
表
皿
）
、
黒
田
氏
も
「
一
色
分
」
五
町
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（表II）斗代別耕地数
1石代9斗代8斗代6誉翻・斗代6斗代5斗代
反9反5反52町5反2町5反均等田
3町1反
　　　　280歩4反200歩
1町1反
　　　　150歩町
12反300歩9反330歩一色田
四
十
歩
と
均
等
田
二
町
一
反
の
斗
代
を
比
較
、
前
者
が
三
升
六
合
程
高
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
年
貢
・
公
事
を
負
担
す
る
名
田
と
「
令
増
本
斗
代
」
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
年
貢
一
色
の
み
の
負
担
で
あ
る
一
色
田
の
斗
代
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
危
険
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
色
田
に
新
・
不
作
率
が
高
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
の
事
実
は
や
は
り
大
略
前
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
　
次
に
一
色
田
の
所
在
状
況
を
み
る
と
そ
れ
が
散
在
化
し
名
分
と
複
雑
な
入
組
関
係
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
建
長
六
年
に
作
成
さ
れ
た
「
実
検
取
帳
」
が
お
そ
ら
く
現
地
で
の
実
検
記
録
そ
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
こ
と
は
黒
田
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
個
々
の
農
民
耕
地
が
散
在
化
し
た
小
規
模
の
耕
地
片
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
農
民
耕
地
の
あ
り
方
が
建
長
八
年
の
「
勧
農
帳
」
体
制
の
確
立
に
よ
っ
て
も
全
く
変
更
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
は
前
の
「
建
長
六
年
御
実
検
時
沢
名
寄
坪
付
案
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
当
荘
内
の
一
色
田
を
み
る
と
、
田
品
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は
大
概
名
田
と
は
異
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
所
在
状
況
は
名
主
保
有
耕
地
な
ど
と
複
雑
な
入
組
関
係
を
呈
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
一
色
田
の
う
ち
名
主
に
宛
行
れ
た
残
り
は
「
一
色
分
」
と
し
て
二
十
七
名
の
農
民
が
付
属
、
八
反
九
十
歩
か
ら
二
十
歩
ま
で
の
幅
を
も
っ
て
彼
ら
に
割
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
一
色
田
作
人
が
時
沢
・
勧
心
ら
の
名
主
百
姓
か
ら
「
小
百
姓
」
と
称
せ
ら
れ
階
層
的
に
区
別
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
以
上
、
極
め
て
粗
略
で
は
あ
っ
た
が
「
勧
農
帳
」
に
み
ら
れ
る
当
荘
の
構
造
と
荘
民
に
つ
い
て
簡
略
な
が
ら
概
観
し
て
き
た
。
次
節
で
は
こ
の
よ
う
な
体
制
が
如
何
な
る
過
程
の
も
と
で
成
立
し
て
き
た
か
、
東
寺
の
荘
支
配
の
方
針
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
二
、
東
寺
支
配
体
制
の
特
質
　
前
節
末
尾
に
記
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
「
勧
農
帳
」
の
「
一
色
分
」
に
そ
の
名
の
み
え
る
「
重
永
」
な
る
人
物
の
存
在
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
「
勧
農
帳
」
に
よ
れ
ば
「
重
永
」
は
「
一
色
分
」
に
八
反
九
〇
歩
の
自
作
分
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
他
例
え
ば
「
重
永
・
惣
追
」
の
よ
う
に
上
に
「
重
永
し
の
名
を
冠
す
る
十
名
の
一
色
田
作
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人
の
耕
地
を
含
め
る
と
す
れ
ば
耕
地
規
模
は
二
町
二
反
一
九
〇
歩
と
な
り
、
そ
の
経
営
規
模
は
一
色
田
作
人
中
最
大
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
述
の
時
沢
ら
の
百
姓
名
主
層
と
同
等
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
こ
の
「
重
永
」
関
係
の
記
載
に
つ
い
て
黒
田
氏
は
「
勧
農
帳
」
に
単
－
に
「
重
永
」
と
あ
る
部
分
は
彼
な
い
し
そ
の
子
孫
の
自
作
分
で
、
「
重
永
・
某
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
「
重
永
」
が
そ
の
年
貢
納
入
責
任
者
で
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
「
一
色
分
」
に
据
え
置
れ
た
が
、
本
来
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
「
当
保
元
十
二
名
也
、
而
六
名
下
地
称
保
一
色
、
預
所
押
領
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
中
の
残
存
六
名
の
一
つ
で
、
ω
、
時
沢
・
②
、
勧
心
、
㈲
、
真
利
、
ω
、
宗
清
、
⑤
、
時
沢
・
宗
安
（
二
名
で
一
名
分
と
考
え
る
）
と
並
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
経
営
規
模
の
ほ
か
次
の
傍
証
に
基
い
て
で
あ
っ
た
。
　
す
な
わ
ち
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
十
月
二
十
四
日
付
「
定
宴
書
状
」
に
「
太
良
御
庄
一
色
田
と
申
候
て
、
百
姓
名
之
外
四
町
八
反
余
候
（
訓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
也
」
と
あ
る
一
色
田
四
町
八
反
余
と
い
う
数
が
、
「
勧
農
帳
」
に
記
載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
さ
れ
て
い
る
一
色
田
の
総
数
七
町
三
反
二
〇
〇
歩
（
す
な
わ
ち
黒
田
氏
は
「
名
主
宛
一
色
田
」
と
「
一
色
分
」
を
性
格
的
に
全
く
区
別
な
い
も
の
と
考
え
る
）
か
ら
本
来
除
田
で
地
頭
と
係
争
中
の
安
追
名
に
付
属
す
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
る
一
色
田
三
反
一
七
〇
歩
と
「
重
永
」
を
名
主
と
仮
定
し
た
場
合
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ
均
等
田
と
領
家
佃
分
と
に
相
当
す
る
二
町
二
反
を
除
外
し
た
四
町
八
反
三
十
歩
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
こ
の
「
重
永
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
渡
辺
氏
が
地
頭
の
非
法
に
よ
り
勘
落
し
た
六
名
中
の
一
つ
で
、
「
勧
農
帳
」
に
「
重
永
」
と
あ
る
の
は
彼
な
い
し
そ
の
子
孫
が
還
住
し
て
復
権
し
た
自
作
分
で
、
そ
れ
以
外
の
「
重
永
・
某
」
と
あ
る
部
分
は
「
重
永
」
の
名
が
地
名
化
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
で
小
百
姓
に
散
田
さ
れ
た
耕
地
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
網
野
氏
が
「
重
永
」
が
か
っ
て
の
名
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
こ
の
「
勧
農
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
重
永
本
人
が
死
亡
し
て
い
た
た
め
に
名
に
結
ば
れ
ず
一
色
田
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　
「
勧
農
帳
」
に
「
重
永
・
某
」
と
記
さ
れ
た
耕
地
部
分
の
性
格
に
関
し
て
は
不
明
な
点
を
残
す
と
し
て
も
、
「
重
永
」
な
る
人
物
が
こ
こ
に
か
っ
て
何
等
か
の
権
利
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
な
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
総
体
規
模
か
ら
み
て
少
く
と
も
「
勧
農
帳
」
以
前
当
荘
の
有
力
百
姓
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
誤
り
な
い
。
こ
こ
か
ら
「
勧
農
帳
」
体
制
下
の
六
名
主
の
一
人
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
地
頭
の
非
法
に
よ
り
勘
落
し
た
六
名
主
の
一
人
で
あ
っ
た
か
は
議
論
が
分
れ
る
に
し
て
も
少
く
と
も
「
勧
農
帳
」
体
制
以
前
に
は
名
主
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
は
十
分
に
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
私
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
が
、
と
こ
ろ
で
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
丹
波
国
大
山
荘
一
院
谷
清
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
貞
名
の
場
合
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
清
貞
名
は
も
と
も
と
行
恒
な
る
人
物
が
名
主
職
を
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
行
恒
が
「
守
護
方
よ
り
役
を
か
け
ら
れ
」
て
遂
電
後
は
、
一
旦
は
東
寺
公
文
所
に
よ
っ
て
中
沢
祖
道
に
名
主
職
が
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
寺
家
側
が
彼
名
主
職
は
勘
落
し
た
と
し
て
当
名
を
一
色
田
に
付
し
た
た
め
祖
道
と
寺
家
と
の
係
争
地
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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御
公
事
御
年
貢
以
下
、
無
二
慨
怠
一
沙
汰
仕
候
庭
、
　
一
色
之
由
被
二
　
　
仰
出
一
候
条
、
驚
歎
入
候
こ
れ
は
祖
道
の
愁
状
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
一
色
」
に
付
す
る
こ
と
が
祖
道
の
名
主
職
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
清
貞
名
の
事
例
か
ら
も
「
重
永
」
を
「
勧
農
帳
」
体
制
下
の
六
名
主
の
一
人
と
す
る
黒
田
説
に
は
賛
同
し
え
ず
、
勘
落
し
た
「
重
永
名
」
が
一
色
田
に
付
さ
れ
散
掴
さ
れ
た
状
態
が
「
勧
農
帳
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
す
る
渡
辺
・
網
野
説
に
同
意
す
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
前
掲
の
「
定
宴
書
状
」
に
あ
る
一
色
田
「
四
町
八
反
余
」
と
い
う
記
述
に
関
し
て
は
如
何
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
黒
田
氏
は
「
重
永
」
を
「
勧
農
帳
」
体
制
下
の
名
主
の
一
人
と
い
う
前
提
か
ら
こ
の
数
値
を
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
・
「
重
永
」
を
勘
落
名
の
一
つ
と
い
う
前
提
か
ら
合
理
的
に
説
明
し
な
‘
け
れ
ば
当
然
私
見
は
不
十
分
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
述
の
よ
う
に
黒
田
氏
は
「
名
主
宛
一
色
」
も
「
一
色
分
」
も
同
様
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
た
っ
て
い
る
が
、
私
見
で
は
「
名
主
宛
一
色
」
は
名
分
内
に
含
ま
れ
名
の
固
定
的
要
素
と
し
て
特
殊
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
本
来
的
な
意
味
で
の
「
一
色
田
」
は
「
一
色
分
」
に
限
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
「
勧
農
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
帳
」
に
記
さ
れ
た
「
一
色
分
」
五
町
四
〇
歩
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
時
沢
宛
一
六
〇
歩
は
本
来
名
主
時
沢
に
宛
て
ら
れ
る
べ
き
「
名
主
宛
一
色
」
六
反
二
四
〇
歩
中
「
此
内
小
光
歩
不
作
免
L
と
あ
る
部
分
の
そ
の
不
作
分
の
埋
め
合
せ
分
と
考
え
ら
れ
、
本
来
的
な
「
一
色
分
」
（
す
な
わ
ち
小
百
姓
層
に
散
田
さ
れ
る
部
分
）
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
同
じ
く
時
沢
宛
一
反
は
散
仕
田
で
あ
り
、
時
沢
個
有
の
持
ち
の
分
で
は
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
に
し
ろ
百
姓
名
主
ら
の
巡
役
と
し
て
「
宛
賜
る
」
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
本
来
の
「
一
色
分
」
か
ら
は
除
外
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
残
り
の
「
一
色
分
」
は
四
町
八
反
二
二
〇
歩
と
な
り
、
「
定
宴
書
状
」
に
い
わ
れ
る
「
四
町
八
反
余
」
と
い
う
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
　
「
重
永
」
を
勘
落
名
の
一
つ
と
し
て
も
合
理
的
な
説
明
が
行
え
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
前
の
渡
辺
・
網
野
両
氏
の
説
に
も
次
の
点
で
全
面
的
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。
す
な
わ
ち
一
色
田
が
本
来
年
々
作
人
に
宛
作
ら
し
め
る
地
で
ま
た
一
筆
ご
と
に
作
人
を
把
握
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
東
寺
供
僧
供
料
所
と
し
て
最
初
の
年
貢
目
録
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
当
荘
支
配
の
根
本
史
料
と
さ
れ
た
「
勧
農
帳
」
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
「
重
永
」
と
あ
る
部
分
が
、
彼
の
子
孫
が
年
貢
負
担
義
務
を
負
っ
て
い
た
部
分
で
あ
っ
た
と
か
、
ま
た
故
人
の
名
前
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
理
由
か
ら
「
勧
農
帳
」
に
「
重
永
」
と
あ
る
の
は
勘
落
し
た
重
永
名
の
う
ち
「
重
永
」
本
人
に
よ
っ
て
復
権
さ
れ
た
自
作
分
で
あ
り
、
「
重
永
・
某
」
と
あ
る
の
は
旧
重
永
名
の
う
ち
小
百
姓
に
散
田
さ
れ
た
部
分
で
「
重
永
」
の
名
が
地
名
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
以
上
の
検
討
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
勘
落
後
そ
の
本
人
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荘園領主と中世村落
に
よ
っ
て
一
部
耕
作
地
に
対
す
る
復
権
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
ま
で
名
と
し
て
の
復
活
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
東
寺
支
配
の
性
格
と
同
時
に
名
田
と
一
色
田
の
歴
史
的
性
格
の
一
端
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
一
言
触
れ
る
な
ら
ば
名
田
と
一
色
田
は
そ
れ
が
ど
ち
ら
も
荘
園
領
主
に
よ
っ
て
政
治
的
に
編
成
さ
れ
た
荘
支
配
体
制
の
一
貫
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
名
主
経
営
体
内
部
に
規
格
化
さ
れ
た
均
等
田
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
経
営
体
の
規
模
自
体
が
意
図
的
に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
も
軌
を
一
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
名
主
層
が
荘
園
内
の
有
力
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
直
接
に
は
名
主
の
地
位
に
結
び
つ
く
要
件
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
は
、
こ
の
よ
う
な
体
制
整
備
が
何
故
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
荘
園
村
落
の
様
相
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
前
に
荘
園
村
落
に
お
い
て
中
心
的
な
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
名
主
畦
名
主
職
に
つ
い
て
本
稿
に
関
係
す
る
範
囲
内
で
簡
略
に
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
三
、
名
主
身
分
に
つ
い
て
　
と
こ
ろ
で
今
ま
で
概
観
し
て
き
た
「
勧
農
帳
」
体
制
は
換
言
す
れ
ば
荘
内
に
名
主
の
大
経
営
と
一
色
田
作
人
の
小
経
営
の
併
存
を
体
制
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制
は
か
っ
て
黒
田
．
大
山
氏
等
に
よ
っ
て
荘
園
村
落
の
座
的
構
造
・
二
重
構
造
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
氏
の
説
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
大
旨
以
下
の
如
き
も
の
と
し
て
中
世
の
村
落
共
同
体
を
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
名
主
層
と
小
百
姓
層
が
共
同
体
関
係
を
形
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
歴
史
的
必
然
性
と
し
て
、
ま
ず
彼
ら
が
い
ず
れ
も
自
立
し
た
農
業
経
営
を
も
つ
土
地
保
有
農
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
耕
地
の
錯
圃
形
態
と
用
水
、
さ
ら
に
山
林
・
荒
野
な
ど
の
共
用
地
を
め
ぐ
っ
て
不
可
避
的
に
共
同
体
関
係
を
形
成
す
る
が
、
こ
の
共
同
体
の
機
能
や
形
態
は
生
産
力
確
保
の
規
制
が
基
本
的
機
能
と
な
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
は
農
民
相
互
間
の
階
層
的
固
定
化
す
な
わ
ち
上
層
農
民
（
名
主
層
）
の
特
権
的
組
識
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
黒
田
氏
は
以
上
の
論
証
の
一
つ
と
し
て
太
良
荘
に
お
け
る
名
主
層
に
よ
る
勧
農
行
為
を
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
二
月
預
所
抵
候
人
快
深
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）
を
当
時
預
所
名
で
あ
っ
た
末
武
名
主
に
補
任
し
た
史
料
に
よ
っ
て
説
明
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
史
料
に
、
　
　
早
任
二
先
度
之
下
文
一
、
快
深
致
二
勧
農
以
下
之
沙
汰
一
、
所
当
公
事
　
　
任
二
百
姓
等
之
例
一
、
不
レ
可
レ
令
二
解
恰
一
之
由
、
重
可
レ
被
二
下
知
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
百
姓
等
の
例
に
任
せ
と
あ
る
の
は
百
姓
名
た
る
べ
き
末
武
名
を
預
所
抵
候
人
快
深
に
新
規
に
宛
行
っ
た
場
合
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
に
『
勧
農
以
下
之
沙
汰
』
や
『
所
当
公
事
』
の
納
入
が
名
主
の
責
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
　
「
そ
の
意
味
で
名
主
な
る
身
分
は
荘
園
内
に
お
け
る
下
級
管
理
者
77
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
的
性
格
を
も
つ
農
民
の
身
分
L
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
、
名
主
職
を
も
っ
て
「
小
荘
官
」
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
黒
田
説
は
末
武
名
が
当
時
預
所
名
で
あ
っ
た
た
め
に
除
田
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
本
来
は
百
姓
名
で
あ
り
、
百
姓
に
分
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
意
味
で
百
姓
名
の
特
殊
形
態
と
さ
れ
た
こ
と
が
一
つ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
の
説
を
検
討
し
て
い
く
と
幾
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
こ
の
末
武
名
に
関
し
て
は
維
野
氏
の
研
究
に
詳
し
い
が
、
当
時
は
預
所
名
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
荘
開
発
領
主
出
羽
房
雲
厳
が
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
名
主
職
を
当
国
の
有
力
者
稲
庭
時
国
に
譲
与
し
て
以
後
そ
の
相
伝
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
断
え
ず
、
文
永
段
階
で
は
雲
厳
の
弟
子
宮
河
剰
蓮
の
息
女
藤
原
氏
女
と
時
国
の
孫
女
中
原
氏
女
が
名
主
職
を
争
っ
て
お
り
、
こ
の
相
論
に
さ
ら
に
預
所
聖
宴
と
そ
の
代
官
定
宴
の
対
立
が
か
ら
み
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
　
定
宴
は
当
荘
に
お
け
る
東
寺
支
配
体
制
確
立
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
り
、
現
地
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
が
、
聖
宴
は
正
預
所
と
し
て
の
権
限
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
時
定
宴
の
推
す
中
原
氏
女
の
末
武
名
主
職
を
排
し
て
預
所
祇
候
人
で
あ
る
快
深
を
末
武
名
主
に
補
任
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
令
レ
所
二
望
此
名
一
者
、
別
御
恩
也
、
全
称
二
剰
蓮
之
跡
一
、
非
二
申
請
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
之
儀
一
之
状
如
件
と
快
深
が
述
べ
て
い
る
の
も
、
聖
宴
が
正
預
所
と
し
て
独
自
に
そ
の
権
限
を
発
動
し
、
預
所
名
と
し
て
の
末
武
名
主
に
自
己
の
祇
候
人
を
補
任
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
黒
田
氏
は
そ
の
経
営
形
態
の
内
容
か
ら
快
深
の
末
武
名
主
職
を
一
般
の
百
姓
名
主
職
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
補
任
の
特
別
な
経
緯
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
や
は
り
快
深
補
任
状
の
文
言
を
正
当
に
理
解
し
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
史
料
は
単
に
「
百
姓
名
た
る
べ
き
末
武
名
」
を
快
深
に
宛
行
っ
た
名
主
職
補
任
状
に
留
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
正
預
所
聖
宴
と
預
所
代
定
宴
の
荘
務
を
め
ぐ
る
対
立
を
多
く
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
前
の
補
任
状
の
内
容
に
も
ど
れ
ば
、
ま
ず
「
百
姓
等
之
例
」
と
い
う
文
言
は
「
所
当
公
事
」
に
の
み
か
か
る
も
の
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、
黒
田
氏
の
如
く
「
勧
農
以
下
之
沙
汰
」
に
ま
で
か
か
る
言
葉
と
し
て
解
釈
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
中
世
の
農
業
再
生
産
の
保
障
に
関
わ
る
行
為
は
通
常
「
勧
農
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
勧
農
」
と
い
う
語
自
体
が
実
は
多
く
の
内
容
を
含
ん
で
い
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
例
え
ば
大
山
喬
平
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
狭
義
に
は
潅
灘
施
設
の
整
備
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
他
農
料
の
下
行
・
散
田
な
ど
農
業
勧
奨
行
為
は
す
べ
て
「
勧
農
」
と
称
さ
れ
、
さ
ら
に
ひ
る
が
え
っ
て
広
儀
に
は
徴
税
行
為
の
意
味
も
含
み
、
ま
た
そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
太
良
荘
に
お
い
て
は
宝
治
元
年
（
一
二
四
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
「
勧
農
は
保
司
（
目
預
所
）
の
計
い
」
と
す
る
六
波
羅
探
題
の
裁
許
が
下
さ
れ
、
具
体
的
に
は
建
長
六
年
以
後
の
「
実
検
取
帳
」
・
「
実
検
取
帳
目
録
案
」
・
「
勧
農
帳
」
の
作
成
に
よ
っ
て
「
広
義
の
意
味
で
の
預
所
の
勧
農
行
為
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
預
所
代
定
宴
が
「
為
レ
令
二
78
荘園領主と中世村落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
満
作
一
、
預
所
下
二
農
料
一
減
二
斗
代
一
遂
二
勧
農
一
L
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
狭
義
で
の
潅
概
施
設
の
整
備
等
の
農
業
再
生
産
に
直
接
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
み
て
快
深
が
執
行
す
べ
き
「
勧
農
以
下
之
沙
汰
」
と
は
法
的
に
は
預
所
と
し
て
聖
宴
の
帯
す
る
勧
農
権
を
そ
の
祇
候
人
と
し
て
執
行
す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
聖
宴
の
「
別
御
恩
」
に
よ
っ
て
末
武
名
主
職
に
補
任
さ
れ
た
快
深
は
、
一
般
の
百
姓
名
主
職
に
準
じ
て
所
当
公
事
を
弁
ず
る
一
方
、
預
所
聖
宴
の
褐
候
人
と
し
て
現
地
に
お
い
て
「
勧
農
以
下
之
沙
汰
」
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
名
主
職
が
「
内
免
」
と
い
う
形
を
と
ら
ず
年
貢
公
事
の
弁
済
と
い
う
義
務
行
為
の
遂
行
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
の
み
そ
の
地
位
を
保
持
し
え
た
こ
と
か
ら
黒
田
氏
の
名
主
職
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
小
荘
官
的
性
格
を
も
つ
て
い
う
説
を
批
判
さ
れ
た
が
、
ま
た
以
上
の
検
討
の
よ
う
に
当
時
「
勧
農
以
下
之
沙
汰
」
が
一
般
の
百
姓
名
主
の
行
う
べ
き
行
為
と
は
観
念
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
黒
田
説
を
批
判
す
る
一
つ
の
材
料
に
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
「
勧
農
権
」
　
（
法
的
な
意
味
）
の
あ
り
方
に
対
し
て
実
際
の
再
生
産
活
動
の
保
障
行
為
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
当
荘
に
あ
っ
て
は
潅
漉
施
設
の
整
備
等
の
最
狭
儀
の
勧
農
の
問
題
に
つ
い
て
は
関
連
史
料
が
な
い
た
め
不
詳
で
あ
る
が
、
次
節
で
は
名
主
経
営
と
一
色
田
作
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
注
目
し
な
が
ら
こ
の
点
に
関
し
て
考
察
を
加
え
、
併
せ
て
荘
園
領
主
に
よ
る
村
落
支
配
に
つ
い
て
若
干
の
展
望
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
四
、
荘
園
領
主
と
村
落
支
配
　
「
勧
農
帳
」
に
よ
り
一
色
田
作
人
の
耕
地
保
有
状
況
を
み
る
と
前
述
の
重
永
の
八
反
強
を
除
い
て
他
は
全
て
五
反
以
下
の
隷
細
な
耕
地
を
保
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
隷
細
な
自
己
の
保
有
地
の
経
営
に
の
み
従
事
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
次
の
「
重
永
」
関
係
の
耕
地
の
移
動
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
大
略
明
ら
か
と
な
る
。
　
前
に
検
討
し
た
よ
う
に
「
勧
農
帳
」
の
「
一
色
分
」
の
項
に
「
重
永
」
あ
る
い
は
「
重
永
・
某
」
と
あ
る
部
分
は
地
頭
若
狭
氏
の
非
法
に
よ
り
勘
落
し
、
そ
の
た
め
に
保
一
色
に
編
入
さ
れ
た
百
姓
名
皿
重
永
名
の
痕
跡
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
　
「
勧
農
帳
」
体
制
成
立
に
あ
た
っ
て
重
永
自
身
に
よ
る
自
作
分
の
復
活
が
な
さ
れ
た
も
の
の
遂
に
名
と
し
て
の
復
活
が
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
名
経
営
の
実
態
が
鮮
明
に
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
勧
農
帳
」
に
よ
る
と
「
重
永
」
の
名
を
上
に
冠
す
る
長
俊
土
・
平
四
郎
な
ど
九
名
の
耕
作
者
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
ら
は
ま
た
一
方
で
独
自
の
名
で
一
色
田
を
保
有
し
て
い
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
事
実
か
ら
一
色
田
が
本
来
耕
地
片
ご
と
に
耕
作
者
を
把
握
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
時
、
当
然
こ
の
長
俊
土
等
の
保
有
耕
地
の
う
ち
79
「
重
永
」
の
名
を
冠
す
る
部
分
と
彼
ら
の
個
人
名
が
単
独
で
記
載
さ
れ
る
耕
地
に
は
本
来
の
系
譜
に
相
違
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
長
俊
土
等
の
保
有
耕
地
の
う
ち
「
重
永
」
の
名
を
冠
す
る
耕
地
は
本
来
「
重
永
名
」
の
う
ち
彼
ら
が
請
作
し
て
い
た
部
分
が
、
当
名
が
保
一
色
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
俊
土
等
が
別
個
に
も
と
も
と
保
有
し
て
い
た
一
色
田
と
同
様
の
負
担
関
係
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
「
勧
農
帳
」
に
「
一
色
分
」
と
し
て
一
括
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
一
色
田
作
人
は
ま
た
一
方
で
名
主
保
有
地
の
耕
作
者
と
し
て
の
一
面
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
末
武
名
主
職
に
補
任
さ
れ
た
快
深
が
　
　
拝
二
領
名
主
職
一
之
上
者
、
召
二
付
小
百
姓
等
一
之
条
、
全
不
レ
可
レ
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
有
二
其
科
一
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
快
深
の
請
文
は
一
色
田
作
人
の
存
在
自
体
が
名
主
経
営
の
重
要
な
労
働
力
源
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
山
氏
は
こ
の
よ
う
な
名
主
経
営
と
一
色
田
作
人
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
　
　
　
　
　
（
4
9
）
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
日
本
農
業
の
基
幹
を
な
す
水
田
稲
作
経
営
は
必
然
的
に
労
働
力
需
　
要
の
い
ち
じ
る
し
い
季
節
的
偏
差
1
1
農
繁
期
に
お
い
て
一
挙
に
多
量
　
の
労
働
力
投
入
を
必
要
と
し
、
農
閑
期
に
あ
っ
て
は
そ
の
必
要
が
な
　
い
と
い
っ
た
事
態
を
随
伴
す
る
の
で
あ
っ
て
田
植
・
稲
苅
を
は
じ
め
　
と
す
る
農
繁
期
の
ピ
ー
ク
に
投
入
さ
れ
る
全
労
働
力
を
恒
常
的
な
隷
属
下
に
お
く
こ
と
が
ど
の
程
度
ま
で
経
営
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
慎
重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
固
定
化
さ
れ
た
恒
常
的
隷
属
は
同
時
に
恒
常
的
保
護
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
中
世
農
業
の
形
成
過
程
に
あ
っ
て
、
大
経
営
に
包
摂
さ
れ
る
周
辺
の
弱
小
経
営
の
私
的
隷
属
化
の
過
程
が
進
行
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
大
経
営
の
側
で
、
絶
え
ず
一
定
度
の
不
安
定
な
小
経
営
を
そ
の
私
的
隷
属
関
係
か
ら
排
除
し
、
そ
の
外
部
に
広
汎
に
存
続
さ
せ
る
内
的
必
然
性
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
依
存
充
足
関
係
な
し
に
大
経
営
そ
の
も
の
が
安
定
化
し
え
な
い
よ
う
な
構
造
が
、
ひ
き
つ
づ
い
て
中
世
農
業
全
体
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
多
少
引
用
が
長
き
に
わ
た
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
大
山
氏
の
見
解
は
名
主
経
営
と
一
色
田
作
人
の
歴
史
的
関
係
1
1
村
落
の
二
重
構
造
の
成
立
の
歴
史
的
要
因
を
水
稲
農
業
の
特
殊
性
に
も
と
め
ら
れ
た
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
太
良
荘
に
お
い
て
は
田
植
、
稲
苅
な
ど
の
農
繁
期
の
季
節
的
労
働
力
に
関
す
る
直
接
の
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
末
武
名
主
職
補
任
に
関
し
て
快
深
が
「
召
付
小
百
姓
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
百
姓
名
主
に
と
っ
て
自
己
経
営
体
外
の
（
名
主
経
営
体
に
据
え
置
れ
た
「
親
類
下
人
」
以
外
の
）
不
特
定
労
働
力
が
重
要
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
主
経
営
体
と
一
色
田
作
人
の
歴
史
的
関
係
は
、
前
者
に
と
っ
て
は
後
者
を
不
特
定
労
働
力
源
と
し
て
、
一
方
、
後
者
は
一
色
田
に
お
け
る
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不
完
結
な
自
己
の
経
営
の
補
足
と
し
て
前
者
の
経
営
に
従
事
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
名
田
経
営
体
と
一
色
田
作
人
層
の
相
互
補
完
関
係
を
維
持
せ
し
め
た
原
動
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
大
山
氏
の
こ
の
部
分
に
関
わ
る
説
明
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
氏
の
村
落
像
に
よ
る
な
ら
ば
中
世
初
期
の
村
落
が
［
つ
の
階
層
と
し
て
結
集
す
る
複
数
の
農
民
的
大
経
営
（
名
主
経
営
）
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
村
落
で
あ
り
、
弱
小
の
一
色
田
作
人
は
あ
る
程
度
ま
で
は
農
民
的
大
経
営
か
ら
共
通
す
る
流
動
的
な
営
田
労
働
力
な
ど
の
供
給
源
と
し
て
幾
分
か
は
階
層
的
に
排
除
さ
れ
た
形
で
存
続
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
大
経
営
か
ら
の
食
料
給
付
が
一
色
田
作
人
層
の
再
生
産
の
一
定
の
基
礎
を
構
成
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
前
に
見
て
き
た
よ
う
に
村
落
内
に
お
け
る
安
定
的
な
大
経
営
た
る
名
主
の
地
位
が
荘
園
領
主
側
の
意
図
的
編
成
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
「
重
永
」
の
場
合
に
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
色
田
作
人
1
1
小
百
姓
を
「
召
付
」
う
こ
と
の
で
き
る
権
限
が
こ
の
名
主
た
る
の
地
位
に
付
随
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
快
深
の
言
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
村
落
の
二
重
構
造
の
成
立
の
要
因
を
稲
作
農
耕
の
特
殊
性
に
求
め
ら
れ
た
大
山
氏
の
見
解
に
異
論
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
二
重
構
造
を
維
持
せ
し
め
た
歴
史
的
構
造
に
つ
い
て
は
ま
だ
再
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
村
落
民
の
構
成
そ
の
も
の
が
荘
園
領
主
側
の
政
治
的
編
成
の
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
村
落
に
お
耐
る
各
階
層
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
本
質
的
に
は
多
分
に
変
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
山
説
に
よ
る
小
百
姓
層
が
名
主
層
か
ら
階
層
的
に
排
除
さ
れ
て
彼
ら
の
共
通
の
不
特
定
的
労
働
力
と
さ
れ
た
と
す
る
説
は
彼
ら
が
荘
園
領
主
直
属
地
で
あ
る
一
色
田
に
結
集
す
る
歴
史
的
意
味
を
論
理
的
に
説
明
し
え
な
い
欠
点
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
ま
た
以
上
の
設
問
は
前
述
し
た
よ
う
に
当
荘
に
お
け
る
一
色
田
が
大
概
田
品
上
名
主
経
営
地
と
ほ
ぼ
同
等
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
、
こ
の
よ
う
な
耕
地
が
重
永
分
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
名
に
結
ば
れ
ず
存
在
し
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
と
基
を
一
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
当
荘
が
得
宗
領
と
な
っ
て
か
ら
の
史
料
で
あ
る
が
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
二
月
の
「
太
良
荘
所
務
相
論
条
々
目
安
」
に
、
　
　
於
二
名
分
一
老
宛
二
行
百
姓
等
一
令
レ
済
二
年
貢
一
、
至
二
一
色
分
一
者
依
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
為
二
浮
免
一
、
地
頭
令
レ
付
二
作
人
一
之
条
没
収
領
之
法
也
。
と
あ
る
よ
う
に
一
色
田
が
比
較
的
後
世
に
至
る
ま
で
そ
の
機
能
を
維
持
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
以
上
の
疑
問
に
関
し
て
考
察
す
る
上
で
重
要
な
要
点
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
色
田
と
は
荘
園
領
主
が
名
主
の
大
経
営
に
不
可
欠
の
季
節
的
労
働
力
で
あ
る
小
百
姓
層
を
確
保
・
存
続
さ
せ
る
た
め
に
政
治
的
に
設
定
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
耕
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
自
然
的
な
生
産
構
造
様
式
の
発
展
の
結
果
と
し
て
、
当
時
の
農
業
経
営
が
農
民
的
大
経
営
と
小
経
営
の
併
存
に
よ
り
、
よ
り
安
定
し
た
生
産
を
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
方
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
81
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大
経
営
と
小
経
営
を
名
主
と
一
色
田
作
人
皿
小
百
姓
と
い
う
身
分
に
政
治
的
に
編
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
村
落
の
安
定
的
な
生
産
構
造
と
秩
序
を
形
成
し
、
ま
た
保
証
し
う
る
と
こ
ろ
に
当
時
の
荘
園
領
主
勧
農
権
の
実
質
的
効
力
を
観
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
換
言
す
る
な
ら
ば
荘
園
領
主
は
荘
内
に
お
け
る
農
民
的
大
経
営
を
名
主
と
し
て
把
握
し
安
定
的
な
徴
税
単
位
と
し
て
組
織
す
る
一
方
、
彼
ら
の
再
生
産
活
動
を
保
証
す
る
た
め
、
彼
ら
の
大
経
営
に
と
っ
て
不
可
欠
の
季
節
的
労
働
力
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
性
格
ゆ
え
に
彼
ら
の
経
営
体
か
ら
は
常
に
一
定
の
排
除
を
受
け
る
小
百
姓
層
を
荘
園
領
主
直
属
地
に
編
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
建
長
八
年
に
作
成
さ
れ
た
「
勧
農
帳
」
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
荘
園
領
主
に
よ
る
村
落
支
配
の
内
容
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
結
び
に
か
え
て
　
推
論
に
推
論
を
重
ね
た
極
め
て
粗
略
な
論
稿
で
あ
っ
た
が
、
以
下
若
干
の
展
望
を
記
し
て
結
び
に
か
え
る
こ
と
に
す
る
。
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
大
意
は
荘
園
領
主
東
寺
は
荘
支
配
の
確
立
に
あ
た
っ
て
荘
内
の
有
力
百
姓
を
名
主
に
補
任
し
、
安
定
的
な
徴
税
単
位
と
し
て
把
握
す
る
一
方
、
こ
の
名
主
経
営
体
を
保
護
す
る
た
め
荘
内
に
適
宜
荘
園
領
主
直
属
田
で
あ
る
一
色
田
を
設
定
し
て
そ
こ
に
弱
小
経
営
体
で
あ
る
小
百
姓
層
を
配
し
名
主
経
営
体
の
労
働
力
供
給
源
と
し
て
確
実
な
徴
税
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
「
勧
農
帳
」
に
現
れ
た
村
落
の
姿
は
人
為
的
構
造
の
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
こ
の
時
代
の
村
落
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
体
制
が
当
時
の
生
産
力
段
階
に
即
応
し
た
と
こ
ろ
の
か
な
り
現
実
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
荘
園
領
主
側
の
現
地
に
お
け
る
代
行
者
で
あ
る
預
所
代
真
行
房
定
宴
と
勧
心
・
時
沢
ら
の
有
力
百
姓
と
の
関
係
を
み
れ
ば
け
っ
し
て
不
当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
荘
の
歴
史
的
経
過
の
中
で
み
る
な
ら
ば
個
別
小
経
営
の
直
接
的
把
握
を
強
力
に
押
し
進
め
よ
う
と
す
る
地
頭
領
主
支
配
を
排
し
、
農
民
的
大
経
営
と
小
経
営
の
併
存
と
い
う
在
地
の
自
然
的
秩
序
を
体
制
的
に
保
障
し
た
荘
園
領
主
支
配
の
勝
利
で
あ
り
、
い
ま
だ
再
生
産
過
程
に
お
け
る
荘
園
領
主
の
勧
農
行
為
が
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
た
証
左
と
し
う
る
と
思
う
。　
稿
を
終
る
に
際
し
て
従
来
の
多
く
の
貴
重
な
研
究
成
果
に
対
し
て
誤
っ
た
理
解
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
抱
く
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
大
方
の
叱
声
を
乞
い
、
本
稿
が
中
世
村
落
に
お
け
る
農
民
的
共
同
体
の
限
界
と
荘
園
領
主
勧
農
の
意
義
と
役
割
を
再
検
討
し
、
そ
こ
に
新
し
い
村
落
史
像
を
構
築
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
結
び
に
か
え
る
こ
と
に
す
る
。
（
補
註
）
（
1
）
東
寺
文
書
百
合
外
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
八
二
六
号
）
。
（
2
）
東
寺
百
合
文
書
は
、
同
百
合
文
書
外
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
九
六
六
号
）
。
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な
お
同
文
書
は
以
後
本
稿
中
で
は
「
勧
農
帳
」
と
略
記
す
る
。
（
3
）
綱
野
善
彦
氏
著
『
中
世
荘
園
の
様
相
』
・
同
著
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
　
　
荘
園
』
第
H
部
第
四
章
所
収
「
若
狭
国
太
良
荘
」
等
。
（
4
）
黒
田
俊
雄
氏
著
『
日
本
中
世
封
建
制
論
』
所
収
「
鎌
倉
時
代
の
荘
園
の
　
　
勧
農
と
農
民
層
の
構
成
－
若
狭
国
太
良
荘
の
ば
あ
い
l
」
・
同
「
補
論
名
　
　
・
名
主
の
基
本
的
性
格
」
等
。
（
5
）
渡
辺
澄
夫
氏
著
『
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
・
下
巻
』
所
収
「
補
論
二
　
　
・
東
寺
領
若
狭
国
太
良
荘
の
均
等
名
－
黒
田
氏
の
均
等
田
虚
構
論
に
つ
い
　
　
て
ー
」
等
。
（
6
）
黒
田
氏
、
註
（
4
）
著
書
所
収
「
中
世
の
村
落
と
座
－
村
落
共
同
体
に
　
　
つ
い
て
の
試
論
1
」
及
び
「
村
落
共
同
体
の
中
世
的
特
質
－
主
と
し
て
領
　
　
主
制
の
展
開
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
等
。
（
7
）
例
え
ば
同
氏
著
『
日
本
中
世
農
村
史
の
研
究
』
第
二
部
「
中
世
村
落
」
　
　
所
収
の
諸
論
稿
。
（
8
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
最
近
山
本
隆
志
氏
が
「
励
倉
時
代
の
勧
農
と
荘
園
　
　
支
配
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
四
〇
号
）
の
冒
頭
で
「
名
主
と
小
百
姓
（
或
　
　
い
は
散
田
作
人
）
が
一
括
し
て
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
軽
視
さ
れ
て
い
　
　
る
懸
念
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
（
9
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
山
本
氏
前
註
（
8
）
論
文
等
参
照
。
（
1
0
）
永
原
慶
二
氏
著
『
日
本
の
中
世
社
会
』
（
1
1
）
な
お
太
良
荘
の
成
立
史
に
関
し
て
は
網
野
氏
註
（
3
）
　
『
中
世
荘
園
の
　
　
様
相
』
・
安
田
元
久
氏
著
『
日
本
初
期
封
建
制
の
基
礎
研
究
』
配
第
五
章
　
　
所
収
「
荘
官
的
領
主
制
の
成
立
」
等
参
照
。
　
　
　
ま
た
、
黒
田
氏
は
仁
治
元
年
（
＝
一
四
〇
）
十
一
月
当
荘
を
東
寺
に
寄
　
　
進
し
た
仁
和
寺
御
室
を
道
如
親
王
と
さ
れ
て
い
る
が
（
註
（
4
）
一
六
七
　
　
頁
）
、
網
野
、
安
田
氏
等
の
論
稿
に
よ
り
訂
正
し
た
。
（
1
2
）
東
寺
百
合
文
書
は
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
八
二
五
号
）
。
A　A　　151413
）　）　）
な
お
以
下
同
文
書
は
「
目
録
案
」
と
略
記
す
る
。
黒
田
氏
・
註
（
4
）
一
八
〇
頁
参
照
。
同
右
一
六
八
頁
参
照
。
網
野
氏
前
掲
註
（
3
）
、
安
田
氏
註
（
1
1
）
参
照
。
（
1
6
）
富
沢
清
人
氏
「
中
世
検
注
の
特
質
－
取
帳
と
目
録
を
通
じ
て
ー
」
（
『
日
　
　
本
史
研
究
』
二
三
三
号
所
収
）
。
（
1
7
）
従
来
荘
園
内
の
名
主
外
の
弱
小
農
民
は
様
々
な
名
称
を
も
っ
て
呼
ば
れ
　
　
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
太
良
荘
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
農
民
層
が
主
に
依
拠
　
　
し
た
一
色
田
及
び
当
荘
関
係
の
史
料
上
に
お
け
る
彼
ら
に
対
す
る
呼
称
か
　
　
ら
コ
色
田
作
人
」
ま
た
は
「
小
百
姓
」
と
称
す
る
。
（
1
8
）
　
黒
田
氏
・
註
（
4
）
、
一
八
一
頁
以
下
。
（
1
9
）
　
渡
辺
氏
・
註
（
5
）
、
二
七
七
頁
以
下
。
（
2
0
）
東
寺
百
合
文
書
し
。
な
お
、
当
史
料
は
黒
田
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
　
　
う
に
後
の
訴
訟
の
際
に
提
出
さ
れ
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
数
字
上
の
　
　
記
述
が
正
し
く
書
写
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
疑
問
の
点
が
な
い
わ
け
で
　
　
は
な
い
が
、
一
応
本
稿
で
は
従
来
の
解
釈
に
従
っ
て
お
く
。
（
2
1
）
　
犀
覧
菌
θ
紺
倉
　
　
湘
寮
習
漏
　
　
　
　
　
　
菌
潮
黒
a
，
　
　
　
　
薄
勲
蕪
　
　
ω
日
b
。
陶
ω
H
悼
隣
　
　
　
（
柵
躍
）
ω
耳
8
蛛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
剖
難
）
b
。
耳
Q
。
陶
汁
　
悼
耳
o
。
知
涛
（
2
2
）
渡
辺
氏
は
こ
の
「
名
寄
坪
付
」
に
記
載
さ
れ
た
「
二
町
入
反
大
」
と
い
　
　
う
数
値
を
時
沢
名
の
固
定
的
部
分
と
考
え
ら
れ
、
残
り
は
浮
動
性
の
高
い
　
　
一
色
分
と
さ
れ
そ
れ
を
合
計
し
た
も
の
が
「
三
町
九
〇
歩
」
で
あ
る
と
し
　
　
て
い
る
。
（
註
（
5
）
二
七
五
頁
以
下
）
。
す
な
わ
ち
渡
辺
氏
は
こ
の
浮
動
　
　
性
の
高
い
一
色
分
と
し
て
時
沢
が
「
一
色
分
」
内
に
保
持
す
る
一
反
一
八
　
　
〇
歩
を
指
摘
、
こ
れ
に
二
町
入
反
大
を
足
す
と
三
町
六
〇
歩
と
な
り
、
　
　
「
名
寄
坪
付
」
の
三
町
九
〇
歩
に
三
〇
歩
不
足
す
る
も
の
の
「
浮
動
性
の
　
　
あ
る
浮
免
の
一
色
分
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
問
題
と
す
る
に
足
る
ま
い
」
と
　
　
し
て
自
説
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
黒
田
氏
の
批
判
に
あ
る
よ
う
に
　
　
こ
の
渡
辺
氏
の
論
は
あ
ま
り
に
乱
暴
で
と
う
て
い
従
う
こ
と
は
で
き
な
　
　
い
。
（
2
3
）
前
註
（
1
6
）
富
沢
氏
論
文
等
参
照
。
（
2
4
）
但
し
、
六
名
中
時
安
名
だ
け
は
「
実
検
取
帳
」
段
階
よ
り
「
勧
農
帳
」
　
　
段
階
の
方
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
網
野
氏
は
『
意
図
的
』
　
　
な
均
等
化
質
田
地
の
移
動
も
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
」
　
（
註
（
3
）
　
『
中
83
　
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
四
＝
二
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
　
点
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
史
料
を
も
ち
え
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
領
　
家
側
が
安
定
的
な
徴
税
単
位
を
編
成
す
る
た
め
に
行
っ
た
特
殊
な
ケ
ー
ス
　
　
と
考
え
て
お
き
た
い
。
（
2
5
）
ま
た
時
安
名
を
除
く
五
名
は
差
は
あ
る
も
の
の
若
干
の
帳
簿
上
の
減
田
　
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
徴
税
対
象
と
は
な
ら
な
い
田
地
が
　
各
経
営
体
に
付
属
し
て
お
り
、
当
然
、
そ
こ
か
ら
の
収
穫
量
に
も
差
が
生
　
　
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
唯
一
増
加
し
た
時
安
名
に
は
こ
の
よ
う
　
　
な
田
地
の
付
属
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
（
2
6
）
東
寺
百
合
文
書
こ
（
『
鎌
倉
遺
文
』
＝
一
五
五
四
号
）
（
2
7
）
　
こ
こ
で
は
黒
田
・
渡
辺
氏
の
間
で
問
題
と
な
っ
た
「
帳
簿
上
の
虚
構
」
　
　
が
収
取
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
る
事
実
の
内
容
を
問
題
と
し
て
い
る
の
　
　
で
は
な
く
ー
も
ち
ろ
ん
そ
の
事
実
は
極
め
て
重
大
な
こ
と
で
は
あ
る
が
ー
　
　
も
っ
と
単
純
に
こ
の
よ
う
な
「
帳
簿
上
の
虚
構
」
を
編
成
し
て
い
っ
た
領
　
　
家
側
の
意
図
を
問
題
と
し
た
い
。
（
2
8
）
渡
辺
澄
夫
氏
註
（
5
）
著
書
所
収
「
補
論
一
、
問
田
に
つ
い
て
」
及
び
　
　
大
山
喬
平
氏
註
（
7
）
著
書
所
収
「
V
・
中
世
社
会
の
農
民
」
等
参
照
。
（
2
9
）
　
前
註
（
2
8
）
。
（
3
0
）
東
寺
百
合
文
書
は
四
十
四
号
。
（
3
1
）
黒
田
氏
註
（
4
）
著
書
一
九
二
頁
。
及
び
網
野
氏
註
（
3
）
『
中
世
東
　
　
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
四
〇
〇
頁
参
照
。
（
3
2
）
註
（
4
）
著
書
一
八
八
頁
以
後
参
照
。
（
3
3
）
東
寺
百
合
文
書
は
四
十
一
号
、
弘
安
十
年
十
二
月
「
太
良
荘
雑
掌
浄
妙
　
　
重
訴
状
」
　
（
『
鎌
倉
遣
文
』
一
六
四
四
二
号
）
。
（
3
4
）
東
寺
百
合
文
書
ヱ
、
　
（
『
鎌
倉
遣
文
』
一
一
七
三
八
号
）
。
（
3
5
）
°
註
（
5
）
二
六
八
頁
以
下
。
（
3
6
）
註
（
3
）
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
三
九
入
頁
以
下
。
（
3
7
）
東
寺
百
合
文
書
に
四
九
号
、
嘉
慶
元
年
十
月
十
七
日
「
中
沢
祖
道
申
状
　
　
井
具
書
案
」
。
（
3
8
）
黒
田
氏
註
（
4
）
一
八
六
頁
以
下
参
照
。
（
3
9
y
東
寺
百
合
文
書
は
、
文
永
十
一
年
二
月
廿
六
日
付
「
領
家
下
文
案
」
　
　
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
五
五
四
号
）
。
（
4
0
）
黒
田
氏
註
（
4
）
一
九
九
頁
以
下
。
（
4
1
）
同
右
。
（
4
2
）
網
野
氏
註
（
3
）
　
『
中
世
荘
園
の
様
相
』
九
五
頁
以
下
。
ま
た
安
田
元
　
　
久
氏
註
（
1
1
）
論
文
参
照
。
（
4
3
）
東
寺
百
合
文
書
は
、
文
永
十
一
年
二
月
廿
五
日
「
快
深
請
文
」
（
『
鎌
倉
　
　
遺
文
』
一
一
五
五
二
号
）
。
（
4
4
）
大
山
喬
平
氏
「
日
本
中
世
の
労
働
編
成
」
（
『
日
本
史
研
究
』
五
十
六
　
　
号
）
の
ち
改
稿
し
て
註
（
7
）
著
書
第
二
部
M
「
中
世
に
お
け
る
灌
慨
と
　
　
開
発
の
労
働
編
成
」
と
し
て
収
録
。
　
　
　
ま
た
山
本
隆
志
氏
註
（
8
）
論
文
参
照
。
（
4
5
）
東
寺
百
合
文
書
工
、
宝
治
元
年
十
月
廿
九
日
「
関
東
下
知
状
案
」
（
『
鎌
　
　
倉
遺
文
』
六
八
九
三
号
）
（
4
6
）
同
右
。
（
4
7
）
註
（
6
）
論
文
二
九
〇
頁
。
（
4
8
）
東
寺
百
合
文
書
ル
文
永
十
一
年
卯
月
「
僧
快
深
重
陳
状
」
（
『
鎌
倉
遣
　
　
文
』
一
一
六
四
四
号
）
。
（
4
9
）
註
（
7
）
第
二
部
V
「
中
世
社
会
の
農
民
」
一
五
七
頁
。
（
5
0
）
東
寺
百
合
文
書
と
。
（
5
1
）
な
お
こ
の
点
は
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
な
い
が
、
当
荘
の
各
農
民
耕
　
　
地
が
散
在
化
し
互
い
に
複
雑
な
入
組
み
関
係
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
事
　
　
実
は
、
一
色
田
を
通
し
て
各
名
に
対
す
る
灌
概
用
水
の
支
配
も
可
能
で
あ
　
　
っ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
考
を
期
し
　
　
た
い
。
泓
